
▽
日
時
　
12
月
５
日
㈯
　
午
後
１
時

▽
場
所
　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

▽
中
学
生
の
主
張
大
会
　
市
内
在
住

　
・
在
学
の
中
学
校
か
ら
の
応
募
者

　
１
３
０
５
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

　
14
人
が
発
表
し
ま
す
。

　●

発
表
者
︵
敬
称
略
、
発
表
順
︶
…

　
津
島
瑠
杏
︵
増
戸
中
︶
、
山
本
和

　
果
︵
菅
生
高
校
中
等
部
︶
、
永
石

　
優
衣
︵
東
中
︶
、
羽
賀
友
香
︵
御

　
堂
中
︶
、
鈴
木
幹
大
︵
西
中
︶
、

　
馬
場
菜
月
︵
秋
多
中
︶
、
佐
藤
わ

　
こ
︵
五
日
市
中
︶
、
鳥
海
円
香

　
︵
菅
生
高
校
中
等
部
︶
、
小
岩
井

　
芽
依
︵
秋
多
中
︶
、
室
井
彩
良

　
︵
西
中
︶
、
峯
岸
康
子
︵
増
戸

　
中
︶
、
坂
井
花
音
︵
御
堂
中
︶
、

　
仁
井
田
芽
依
︵
東
中
︶
、
野
澤
大

　
輝
︵
五
日
市
中
︶

▽
小
学
生
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
　

　
市
内
小
学
校
の
代
表
５
人
の
児
童

　
が
発
表
し
ま
す
。

▽
中
学
校
の
紹
介
展
示
︵
パ
ネ
ル

　
展
︶
　
市
内
中
学
校
の
特
色
あ
る

　
取
組
や
、
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
活
動
の
風
景
写
真
な
ど
の
パ
ネ

　
ル
展
示
を
実
施
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　
生
涯
学
習
係

　
市
民
解
説
員
が
案
内
し
て
市
内
を

徒
歩
で
巡
り
ま
す
。

▽
①
秋
川
渓
谷
と
古
刹
を
た
ず
ね
る

　●

日
時
…
12
月
３
日
㈭
　
午
前
９
時

　
〜
午
後
０
時
30
分
︵
予
定
︶

※
雨
天
の
場
合
は
９
日
㈬

　●

集
合
場
所
・
時
間
…
武
蔵
五
日
市

　
駅
　
午
前
９
時
︵
時
間
厳
守
︶

　●

コ
ー
ス
…
河
川
公
園
↓
留
原
遺
跡

　
↓
小
峰
公
園
↓
小
和
田
グ
ラ
ウ
ン

　
ド
↓
小
庄
用
水
堤
↓
広
徳
寺
︵
小

　
和
田
︶
↓
佳
月
橋
↓
阿
伎
留
神
社

　
︵
五
日
市
︶
↓
観
音
堂
︵
勧
能
学

　
校
跡
︶↓
武
蔵
五
日
市
駅︵
解
散
︶

▽
②
天
竺
山
・
横
沢
入
・
五
日
市
盆

　
地
を
歩
く
〜
数
千
万
年
前
か
ら
近

　
世
ま
で
を
か
い
ま
見
る
〜

　●

日
時
…
12
月
５
日
㈯
　
午
前
８
時

　
45
分
〜
午
後
３
時
︵
予
定
︶

※
雨
天
の
場
合
は
13
日
㈰

　●

集
合
場
所
・
時
間
…
武
蔵
五
日
市

　
駅
　
午
前
８
時
45
分︵
時
間
厳
守
︶

　●

コ
ー
ス
…
小
倉
公
園
︵
舘
谷
台
︶

　
↓
ま
い
ま
い
坂
︵
三
内
︶
↓
三
内

　
神
社
・
あ
き
る
台
地
眺
望
↓
伊
奈

　
石
石
切
り
場
↓
横
沢
入
︵
昼
食
︶

　
↓
大
悲
願
寺
︵
横
沢
︶
↓
亀
の
甲

　
河
原
↓
武
蔵
五
日
市
駅
︵
解
散
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
各
15
人
︵
抽
選
︶

▽
持
ち
物
な
ど
　
弁
当
、
飲
み
物
、

　
雨
具
、
筆
記
用
具
、
歩
き
や
す
い

　
服
装
・
靴
な
ど

▽
申
込
み
方
法
　
11
月
25
日
㈬
︵
必

　
着
︶
ま
で
に
、
は
が
き
に
コ
ー
ス

　
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

　
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

　
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
枚
に
つ
き
１
人
ま
で

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
︵
〒
１
９
７
ー
０
８
１
４
　
二
宮

　
６
８
３
、
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
︶

　
寿
大
学
受
講
生
の
日
ご
ろ
の
活
動

成
果
を
発
表
し
ま
す
。
是
非
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
11
月
27
日
㈮
〜
30
日
㈪
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
︵
27
日
は

　
午
後
１
時
か
ら
、
30
日
は
午
後
４

　
時
ま
で
︶

▽
場
所
　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
４
階
展

　
示
室

▽
内
容
　
陶
芸
・
写
真
・
俳
句
・
絵

　
手
紙
な
ど
の
作
品
展

▽
問
合
せ
　
中
央
公
民
館
︵
☎
５
５

　
９
・
１
２
２
１
︶

　
あ
き
る
野
市
内
で
活
躍
し
て
い
る

音
楽
家
に
よ
る
演
奏
で
、
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

▽
日
時
　
11
月
25
日
㈬
　
午
後
０
時

　
10
分
︵
30
分
間
︶

▽
場
所
　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
エ
ン

　
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

▽
出
演
　
小
島
康
平
︵
津
軽
三
味

　
線
︶

▽
予
定
曲
目
　
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら

　
節
、
津
軽
あ
い
や
節

▽
観
覧
方
法
　
自
由
入
場
︵
無
料
︶

※
来
場
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場
制

　
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

　
︵
☎
５
５
９
・
７
５
０
０
︶

※
最
新
情
報
を
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
︵h

ttp
://w

w
w
.ta

m
a
-sp

　o
.c
o
m
/itsu

k
a
ic
h
i/

︶
で
ご

　
案
内
し
て
い
ま
す

▽
期
間
　
12
月
３
日
㈭
〜
７
日
㈪

▽
場
所
　
屋
内
プ
ー
ル

▽
内
容
　
換
水
清
掃
の
た
め
、
プ
ー

　
ル
の
開
放
を
中
止
し
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
28
日
㈯
　
午
前
10
時

　
〜
11
時
30
分
︵
９
時
30
分
か
ら
受

　
付
︶

▽
場
所
　
五
日
市
会
館
︵
五
日
市
４

　
１
２
︶

　
こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
﹁
今
、
世
界

に
飛
躍
を
﹂
と
の
熱
い
想
い
を
込
め

て
、
あ
き
る
野
市
出
身
の
方
を
は
じ

め
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
世

界
の
ひ
の
き
舞
台
を
目
指
す
若
き
音

楽
家
を
応
援
す
る
た
め
の
合
同
発
表

会
で
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
日
時
　
平
成
28
年
１
月
９
日
㈯
　

　
午
後
２
時
︵
１
時
30
分
開
場
︶

▽
場
所
　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

▽
出
演
　
清
水
咲
妃
︵
琴
︶
、
市
倉

　
裕
子
︵
琴
︶
、
小
島
康
平
︵
津
軽

　
三
味
線
︶
、
私
市
靖
︵
ジ
ャ
ズ
ピ

　
ア
ノ
︶
、
谷
口
睦
美
︵
メ
ゾ
・
ソ

　
プ
ラ
ノ
︶
、
五
味
こ
ず
え
︵
伴
奏

　
ピ
ア
ニ
ス
ト
︶
、
あ
き
る
野
シ
テ

　
ィ
ー
・
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト

　
ラ
、
ミ
ノ
リ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

▽
料
金
︵
全
席
自
由
︶
　
千
円

▽
問
合
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
プ
ロ

　
ジ
ェ
ク
ト
21
　
溝
口
︵
☎
５
５
０

　
・
３
７
２
１
︶
、
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ

　
ー
ル
︵
☎
５
５
９
・
７
５
０
０
︶

▽
内
容
　
笑
い
ヨ
ガ
は
﹁
笑
い
﹂
と

　
﹁
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
﹂
を
組
み
合
わ

　
せ
た
誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
エ
ク

　
サ
サ
イ
ズ
で
す
。
笑
う
こ
と
で
多

　
く
の
酸
素
を
自
然
に
体
へ
取
り
入

　
れ
、
心
身
と
も
に
す
っ
き
り
し
、

　
元
気
に
な
れ
ま
す
。

▽
講
師
　
笑
い
ヨ
ガ
リ
ー
ダ
ー
コ
ン

　
ビ
﹁
笑
輝
﹂

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

　
す
。

▽
持
ち
物
　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
動

　
き
や
す
い
服
装

▽
費
用
　
１
人
５
０
０
円
︵
高
校
生

　
ま
で
は
１
人
１
０
０
円
︶

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
五
日
市
ク
ラ

　
ブ
︵
☎
０
８
０
・
２
３
９
２
・
１

　
２
１
２
︶
、
笑
輝
︵
☎
５
５
３
・

　
３
４
１
３
︶

（７）　平成27年（2015年）11月15日 あきる野市役所　☎（042）558－1111（代）

祝
　
あ
き
る
野
市
制
施
行
20
周
年

平
成
27
年
度

　
あ
き
る
野
市
教
育
の
日

第
20
回
未
来
を
築
く
青
少
年

健
全
育
成
あ
き
る
野
市
大
会

市
民
解
説
員
が
案
内
す
る

　
　
　
　
　
　
市
内
探
訪

キ
ラ
ラ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

第
13
回

あ
き
る
野
市
の

　
若
き
音
楽
家
フ
ェ
ス
タ

寿
大
学
秋
川
校

　
　
　
「
寿
限
夢
展
」

総
合
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
五
日
市
ク
ラ
ブ
」

笑
い
ヨ
ガ
を
開
催
し
ま
す
！

五
日
市
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ

問
合
せ

☎
５
９
６
・
５
６
１
１

プ
ー
ル
開
放
中
止
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

森林レンジャーがゆく森林レンジャーがゆく
イラクサはいらない草？？イラクサはいらない草？？

（59）

　３年前のコレンジャーの活動で「人

と野生動物が利用する森」を整備しま

した。そこでは、人が利用する場であ

ると同時に人里に近い森に暮らすタヌ

キなどの場にもなるように、森の散策

路をつくり、そこに自生していた冬に

実をつけるフユイチゴやリュウノヒゲ

は、移植して動物のレストランを作り

ました。　

　今年の８月、その場所の管理でコレ

ンジャーと草抜きをしていた時のこと

です。「イラクサはトゲがあって刺さ

るとすごく痛いから、かせちゃんが抜

くからね。イラクサの葉っぱはこれだ

よ。」という説明をした矢先、コレン

ジャーの子が「大丈夫だよ。僕がやる

よ！」と言ったと同時に「イターッ」

という声が響きました。応急処置で痛

みも和らいだ様でしたが、「イラクサ

はいらない草で、刺されるとイライラ

するからイラクサっていう名前なんだ

よ。」とトゲが刺さった子どもが言い

ました。「どうしてイラクサという名

前が付いたのか、みんなで調べてみよ

うか。」と言うと、一同大盛り上がり

で図鑑を開きましたが、名前の由来は

残念ながら載っていませんでした。

　後日、イラクサについて調べてみる

と、イラクサのイラは刺のことで刺草

と書き、秋田県ではミヤマイラクサを

アイコ（アイヌ語でアイは刺でコは愛

称）と呼んで親しんでいます。イラク

サはカルシウム、マグネシウム、カリ

ウム、リン、鉄などが含まれ、山菜と

して食べられており、茎からは、なめ

らかで白い色合いを持った繊維が採れ

たことから、アイヌ民族はイラクサで

織った布や着物を大切にしていたよう

です。また、海外では昔、ローマ兵が

寒さでかじかんだ手を刺で刺激させた

という話が残っていたり、葉は煎じて

じんましんやリウマチの薬に、干し草

や種子を家畜の飼料にしたりと、人が

暮らす上で昔から価値のある草でした。

森ではシカだけではなくアカタテハな

どの野生動物にも必要な草でした。

　９月の活動では、調べて分かったこ

とを子どもたちに報告し、子どもの

「はてな」が私のイラクサ＝雑草とい

う意識を変えるきっかけになったと感

謝しました。来春、刺に気をつけなが

ら若葉を収穫して食べてみようと思い

ます。「はてな」は新たな発見につな

がりますね。

（加瀬澤）

イラクサの刺は動物の攻撃から身を守る役割
があります

とげ イラクサ

わ
ら
き


